
　
白
井
国
際
交
流
協
会
は
３

月
８
日
（
日
）
、
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
・
レ
ク
ホ
ー
ル
で

毎
年
恒
例
の
「
世
界
の
ダ
ン

ス
＆
フ
ー
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
す
る
。

　
め
ず
ら
し
い
民
族
楽
器
の

演
奏
や
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー

プ
の
歌
や
踊
り
、
世
界
の
ケ

ー
キ
や
ス
ナ
ッ
ク
の
味

比

べ
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ホ
ワ
イ

ト
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
生
演
奏
、
ダ
ン
ス
と
サ

ル
サ
大
会
（
レ
ッ
ス
ン
付
き
）

な
ど
盛
り
沢
山
。

　
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

南
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
か
ら
大
勢
の
外
国
人

が
参
加
予
定
だ
。
午
後
１
時

（
開
場
12
時
半
）
〜
４
時
。

参
加
費
３
百
円
。【
問
合
先
】

白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
電
話
０
４
７
・
４
４
５
・

３
３
４
５
）
　

　
白
井
駅
前
の
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
に
ス
ト

ッ
プ
を
か
け
よ
う
と
柏

木
さ
ん
た
ち
有
志
が

「
白
井
駅
前
広
場
を
守

る
会
」
を
結
成
し
た
の

は
、
平
成
19
年
（
２
０

０
７
）
６
月
の
こ
と
だ

っ
た
。
柏
木
さ
ん
は
、

４
人
の
共
同
代
表
を
補

佐
し
て
い
た
が
、
昨
年

２
月
に
会
長
を
引
き
受

け
た
。

　
柏
木
さ
ん
ら
の
反
対

運
動
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

は
強
行
さ
れ
て
し
ま

う
。
が
、
工
事
が
安
全

に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
監
視
す
る
た
め
、

白
井
駅
地
区
連
絡
協
議

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し

て
建
設
会
社
と
工
事
協

定
書
を
結
ぶ
。
「
簡
単

に
諦
め
な
い
」
「
手
強

い
」
と
い
う
印
象
を
業

者
側
に
植
え
つ
け
た
。

　
昨
年
８
月
に
は
建
設

中
の
マ
ン
シ
ョ
ン
周
辺

通
路
で
恒
例
の
夏
祭
り

が
再
開
さ
れ
、
大
勢
の

市
民
ら
で
賑
わ
う
。
大

人
然
と
し
た
柏
木
さ
ん

だ
が
、
ユ
ー
モ
ア
を
忘

れ
な
い
。
「
マ
ン
シ
ョ

ン
業
者
が
入
居
者
か
ら

苦
情
を
言
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

入
居
案
内
書
に
は
『
と

き
ど
き
賑
や
か
な
催
し

物
が
あ
る
よ
』
っ
て
文

言
を
入
れ
と
い
て
く
れ
っ
て

申
し
入
れ
た
ん
で
す
よ
」

　
柏
木
さ
ん
は
昭
和
22

年

（
１
９
４
７
）
、
鳥
取
県
境

港
市
清
水
町
で

生
ま
れ
た
。
地

元
の
県
立
境
高

校
か
ら
京
都
の

立
命
館
大
学
に

進
み
、
電
気
工

学

を

専

攻

す

る
。
卒
業
後
は
、

「
大
き
な
会
社

で
歯
車
の
一
部

に
な
る
の
が
嫌

で
、
小
さ
な
会

社
に
就
職
し
た
か
っ

た
」
の
だ
が
、
入
社
し

た
の
は
大
手
メ
ー
カ
ー

の
子
会
社
。

　
「
入
社
早
々
親
会
社

に
出
向
し
ろ
と
言
わ
れ

た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

教
育
を
受
け
ろ
と
い
う

わ
け
で
す
。
子
会
社
と

い
っ
て
も
、
親
会
社
と

一
心
同
体
。
だ
か
ら
上

司
に
辞
表
を
書
い
た
ん

で
す
」

　
上
司
は
辞
表
を
受
け

取
っ
て
く
れ
な
か
っ

た
。
だ
が
、
や
は
り
大

き
な
会
社
は
肌
に
合
わ

な
い
。
半
年
後
、
理
想

の
会
社
が
見
つ
か
る
。

社
長
１
人
・
ア
ル
バ
イ

ト
数
人
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
会
社
。
正
真

正
銘
の
小
さ
い
会
社
だ

っ
た
の
で
、
最
初
か
ら

開
発
責
任
者
と
し
て
陣

頭
指
揮
を
取
ら
さ
れ

た
。
「
も
う
寝
る
間
も

惜
し
い
忙
し
さ
。
と
に

か
く
や
る
っ
き
ゃ
な

い
。
夢
中
で
し
た
ね
」

　
ア
ル
バ
イ
ト
数
人
の
会
社

が
、
い
つ
の
間
に
か
60
人
の

社
員
を
抱
え
る
会
社
に
。
お

ま
け
に
子
会
社
ま
で
設

立
し
た
と
い
う
。
「
小

さ
な
会
社
」
で
は
な
く

な
っ
た
が
、
も
う
「
辞

め
る
」
と
は
言
わ
な
か

っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

創
業
社
長
の
後
を
受
け

て
２
代
目
社
長
に
。
そ

の
後
、
す
で
に
上
場
し

て
い
た
子
会
社
の
役
員

に
就
任
し
、
代
表
取
締
役
を

経
て
昨
年
３
月
に
退
任
。

　
そ
れ
か
ら
４
カ
月
後
の
７

月
１
日
、
柏
木
さ
ん
は
郷
里

で
あ
る
境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
行
う
境
港

商
工
会
議
所
の
２
０
０
８
年

度
「
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ
大
使
」

に
任
命
さ
れ
た
。
大
使
は
現

在
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
の
日

野
皓
正
、
ジ
ャ
ズ
・
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
の
寺
井
尚
子
ら

14
名
。

　
「
魚
と
港
と
妖
怪
」
の
３

要
素
を
テ
ー
マ
に
、
官
民
一

体
の
街
お
こ
し
に
励
ん
で
い

る
境
港
市
の
企
業
誘
致
・
物

産
観
光
推
進
委
員
も
引
き
受

け
た
。
「
韓
国
や
ロ
シ
ア
に

定
期
船
を
航
行
さ
せ
た
り
、

『
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
』
を

目
玉
に
妖
怪
に
頑
張
っ
て
も

ら
っ
て
ま
す
」

　
当
然
、
境
港
に
帰
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。
「
勤
め
て

い
る
と
き
は
、
週
末
だ
け
の

あ
わ
た
だ
し
い
帰
郷
で
し
た

よ
。
金
曜
の
夜
、
飛
行
機
に

乗
り
、
土
・
日
・
月
に
友
人

と
釣
り
や
ゴ
ル
フ
を
し

た

り
、
飲
ん
だ
り
。
で
、
火
曜

朝
に
飛
行
機
で
戻
っ
て
、
昼

前
に
は
会
社
に
い
ま
し
た
。

去
年
は
３
回
も
帰
郷
し
た
け

ど
、
ヒ
マ
人
に
な
っ
た
の
で

全
部
１
月
ほ
ど
の
滞
在
で
し

た
」

　
東
京
・
江
東
区
か
ら
白
井
・

堀
込
に
移
り
住
ん
で
30
年
近

い
。
白
井
も
境
港
に
負
け
ず

劣
ら
ず
愛
着
の
あ
る
街
と
な

っ
た
。
職
場
結
婚
の
芳
枝
夫

人
と
の
間
に
２
男
１
女
。
長

女
が
７
月
に
初
孫
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
れ
る
予
定
だ
。

　
冨
士
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

「
指
定
管
理
者
制
度
」
導
入

の
議
案
が
、
先
月
18
日
か
ら

再
開
さ
れ
た
市
議
会
で
２
度

に
わ
た
っ
て
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
指
定
管
理
者
制
度
と
は
、

民
間
の
活
力
導
入
に
よ
り
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
削
減

を
目
指
し
た
シ
ス
テ
ム
。

　
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
応

募
し
て
い
ま
し
た
が
、
財
務

状
況
や
実
績
に
課
題
が
あ
る

と
さ
れ
選
定
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
地
元
の
施
設
で
す
か

ら
、
市
民
の
中
で
意
欲
的
に

参
画
し
た
い
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
び
せ
採
用
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

　
た
だ
、
問
題
と
な
る
の
は
、

こ
の
民
間
活
力
に
よ
る
コ
ス

ト
削
減
が
、
主
に
人
件
費
を

圧
縮
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ

て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。

こ
の
こ
と
は
常
任
委
員
会
で

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
ま
ま
指
定
管
理
者
制

度
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
現

在
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
管
理

運
営
し
て
い
る
市
の
社
会
福

祉
協
議
会
（
社
協
）
が
、
再

度
指
定
さ
れ
な
く
な
る
と
い

う
事
態
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
社
協

の
職
員
は
市
職
員
に
準
ず
る

形
の
給
与
体
系
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
も
し
今
回
の
給
与

水
準
で
の
提
案
と
な
れ
ば
、

社
協
は
人
件
費
に
関
し
て
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
民
間
企
業
に

太
刀
打
ち
で
き
な
く
な
る
か

ら
で
す
。

　
障
害
者
が
働
く
場
で
あ
る

福
祉
作
業
所
の
管
理
運

営

は
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も
民

間
に
委
託
し
て
い
ま
せ
ん
。

コ
ス
ト
も
大
事
で
す
が
、
質

の
向
上
維
持
こ
そ
が
最
優
先

さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す

が
、
白
井
で
昨
年
生
ま
れ
た

女
の
子
、
高
橋
さ
く
ら
ち
ゃ

ん
（
愛
称
＝
さ
く
ち
ゃ
ん
）

が
「
拡
張
型
心
筋
症
」
を
患

い
、
米
国
で
の
心
臓
移
植
の

た
め
の
募
金
活
動
が
先
月
３

日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
目
標
の
１
億
１
７
０
０
万

円
も
の
金
額
が
本
当
に
集
ま

る
も
の
か
ど
う
か
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
１
カ
月
も
経

た
な
い
先
月
25
日
に
目
標
額

を
達
成
し
ま
し
た
。
さ
く
ち

ゃ
ん
は
、
翌
日
２
月
26
日
が

誕
生
日
で
し
た
か
ら
、
最
高

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
募
金
に
は
、
白
井
市

を
は
じ
め
市
内
の
沢
山
の
団

体
が
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た

し
、
私
も
知
り
得
る
限
り
の

人
脈
を
駆
使
し
て
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本

当
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。
予

定
が
早
ま
り
、
３
月
９
日
に

も
渡
米
で
き
る
よ
う
で

す

が
、
１
日
で
も
早
く
ド
ナ
ー

が
見
つ
か
り
、
手
術
が
成
功

し
て
元
気
な
姿
で
帰
国
す
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
お
知
ら
せ
で

す

が
、
５
月
９
日
に
文
化
会
館

中
ホ
ー
ル
で
、
白
井
で
は
２

回
目
と
な
る
「
ち
ば
地
域
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
近

隣
に
住
む
地
方
議
員
の
仲
間

と
開
催
す
る
も
の
で
、
今
回

は
我
孫
子
市
前
市
長
の
福
島

浩
彦
さ
ん
を
迎
え
て
、
「
市

民
自
治
」
「
二
元
代
表
制
」

に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な

る
予
定
で
す
。

　
私
の
政
治
姿
勢
を
知
っ
て

い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
で
す

の
で
、
白
井
市
民
の
皆
さ
ん

が
数
多
く
ご
来
場
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
釣
り
堀
が
今
月
１

日
、
オ
ー
プ
ン
し
た
。
開
店

す
る
の
は
、
室
内
釣
り
堀
「
都

（
み
や
こ
）
」
（
平
澤
明
美

社
長
）
。
白
井
第
一
中
学
正

門
の
向
か
い
だ
。

　
錦
鯉
（
50
㎡
）
と
タ
ナ
ゴ

（
21
㎡
）
の
２
つ
の
釣
り
堀

が
あ
り
、
40
人
が
入
れ
る
ス

ペ
ー
ス
。
「
タ
ナ
ゴ
の
釣
り

堀
は
全
国
で
も
数
少
な
い
。

千
か
ら
千
５
百
匹
は
放
流
し

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
に
は
間
に

合
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
数
日

中
に
錦
鯉
も
入
る
。
屋
内
な

の
で
雨
の
日
で
も
釣
り
が
楽

し
め
ま
す
よ
。
お
年
寄
り
と

か
若
い
人
の
癒
し
の
場
と
し

て
利
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
嬉

し
い
で
す
」
（
広
報
担
当
の

中
村
徳
四
郎
さ
ん
）

　
ち
な
み
に
料
金
は
、
錦
鯉

が
千
５
百
円
、
タ
ナ
ゴ
は
千

２
百
円
。
い
ず
れ
も
２
時
間

で
エ
サ
付
き
。
延
長
は
30
分

毎
に
３
５
０
円
ず
つ
加
算
さ

れ
る
。
貸
し
竿
は
３
百
円
。

　
釣
っ
た
魚
は
３
匹
ま
で
持

ち
帰
り
可
能
で
、
釣
れ
な
く

て
も
持
ち
帰
れ
る
と
い
う
。

持
ち
帰
ら
な
い
人
に
は
、
10

枚
た
ま
る
と
２
時
間
無
料
に

な
る
サ
ー
ビ
ス
券
が
１
枚
渡

さ
れ
る
。
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の

軽
食
も
用
意
す
る
予
定
だ
と

い
う
。

　
オ
ー
プ
ン
当
日
の
み
午
前

９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。

そ
れ
以
降
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
営
業
す
る
。

年
中
無
休
の
予
定
。
【
問
合

先
】
「
都
」
（
根
45
・
６
、

電
話
０
４
７
・
４
０
７
・
１

３
１
６
）
　

　
白
井
市
芸
能
振
興
会
（
馬

場
崎
隆
二
会
長
）
の
「
春
の

発
表
会
」
が
４
月
19
日
（
日
）
、

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
る
。
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
恒
例
の
行
事
で
、
舞
踊
、

詩
吟
、
民
謡
な
ど
を
中
心
に

伝
統
芸
能
を
披
露
す
る
。

　
10
時
（
午
前
９
時
半
開
場
）

か
ら
午
後
４
時
頃
ま
で
。
入

場
無
料
。
【
問
合
先
】
電
話

０
４
７
・
４
９
１
・
８
５
０

０
（
馬
場
崎
）
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こ

う
し
ょ
う
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柏木雅浩

錦
鯉
４
、
５
百
匹
、
タ
ナ
ゴ

も
千
〜
千
５
百
匹
放
流

白
井
駅
前
広
場
を
守
る
！
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地域の仲間でつくりました
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